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議
員
な
ど
提
出

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
意
見
書

○
生
涯
を
通
じ
た
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

○
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
措
置
に
係
る
財
源
支
援
を
求
め
る

意
見
書

○
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
及
び
台
風
第
２
号
に
伴
う
災
害
に
係
る
支
援
を
求

め
る
意
見
書

 

知
事
提
出

◆
令
和
５
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
２
件
）

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
特
別
職
の
職
員
の
給
与

並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例ほ

か
４
件

◆
そ
の
他

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
本
棟
新
築
工
事
） 

ほ
か
６
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

※
意
見
書
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/tayori/tayori202307_pdf/ikensyo.htm

議
員　

県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
来
訪

者
の
増
加
に
向
け
て
は
、
丁
寧
な
情
報

発
信
や
、
ガ
イ
ド
な
ど
の
人
材
育
成
が

重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
て

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
県
北
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
は
、
県
北
地
域
振
興
の
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

魅
力
的
な
地
域
資
源
や
宿
泊
施
設
を
明

示
し
た
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
や
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
活
用
し
た
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
か
か
る
お
金

の
問
題
を
理
由
に
、
行
き
た
い
県
立
高

校
を
諦
め
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と

し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
不
幸

で
し
か
な
い
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
費
用
負

担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

教
育
長　

運
行
経
費
の
節
減
方
法
や
利

用
者
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
学
校
や
保
護
者
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
運
賃
の
改
善
に
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

常
磐
線
沿
線
の
県
南
地
域
は
都

心
へ
の
通
勤
圏
で
あ
る
な
ど
立
地
条
件

に
恵
ま
れ
、
定
住
人
口
の
増
加
や
企
業

の
本
社
機
能
の
移
転
な
ど
に
期
待
で
き

る
地
域
だ
と
考
え
る
が
、
当
該
地
域
の

発
展
と
支
援
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

鉄
道
や
道
路
な
ど
の
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
企
業
誘
致
、

本
社
機
能
移
転
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、

東
京
圏
と
の
近
接
性
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
便
性
を
活
か
し
た
発
展
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
北
振
興
に
関
し
て
、
県
は
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
未
来
像
を
描
い
て
い
る
の

か
。
そ
の
思
い
や
目
標
は
。

知
事　

県
北
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
、

産
業
、
農
林
業
、
観
光
に
よ
り
他
地
域

と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
く
。
日
立
市

な
ど
の
地
域
で
は
日
立
製
作
所
だ
け
に

頼
ら
な
い
強
い
製
造
業
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
山
間
地
域
で
は
収
益
性
の
高

い
農
業
を
推
進
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
豊

か
な
自
然
を
生
か
し
た
県
北
独
自
の
観

光
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
。

議
員　

観
光
客
を
呼
び
込
む
機
運
醸
成

の
ほ
か
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
県
北
地
域
が
注
目
を
浴
び
る

よ
う
努
め
る
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

営
業
戦
略
部
長　

成
功
事
例
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
に
よ
り
市
町
村
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
支
援
し
、
地
域
が
主
体
と
な
り
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
せ
る
よ
う
取
り
組

む
。
ま
た
、
高
萩
市
で
は
海
岸
で
の
車

中
泊
体
験
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
試
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

北
地
区
の
津
波

や
高
潮
等
へ
の

対
策
と
進
捗
状

況
、
高
萩
市
の

緊
急
輸
送
道
路

の
整
備
状
況
な

ど
も
質
問
）

議
員　

官
民
を
挙
げ
て
、
ゴ
ル
フ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
軸
と
し
た
観
光
戦
略
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
県
の
ゴ
ル

フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
い
て
、
ど

う
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

韓
国
の
若
者
層
や
台

湾
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
富
裕
層
な
ど
、

新
た
な
需
要
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
受
け
入
れ
促
進
や
関
係

者
間
の
協
力
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
、

コ
ロ
ナ
対

応
の
総
括

と
今
後
の

感
染
症
対

策
な
ど
も

質
問
）

議
員　

本
県
の
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
で
の
車
両
の
停
止
率
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
８
位
で
あ
り
、「
ぴ
か
っ
と
わ
た
る
く

ん
 ※1

」
の
設
置
な
ど
、
安
全
対
策
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　

夜
光
反
射
材
の
普
及
や

横
断
歩
行
者
妨
害
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

「
ぴ
か
っ
と
わ
た
る
く
ん
」
な
ど
の
設

置
な
ど
も
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
つ
つ
、

取
り
組
み
の
検
証
を
実
施
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ご

み
処
理
施
設
の

広
域
圏
で
の
整

備
に
向
け
た
県

の
役
割
、
部
活

動
の
地
域
移
行

な
ど
も
質
問
）

議
員　

県
に
は
、
新
卒
者
お
よ
び
中
途

採
用
に
よ
る
人
材
確
保
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

産
業
戦
略
部
長　

面
接
会
の
開
催
や
県

独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に
よ

り
、
新
卒
者
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、

転
職
や
副
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

に
よ
る
県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

支
援
に
よ
り
、
首
都
圏
の
企
業
で
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
だ
人
材
の
確
保
に
取
り
組

む
。

（
ほ
か
に
、
日
立

市
内
に
お
け
る
渋

滞
解
消
に
向
け
た

道
路
整
備
、
医
療

機
関
に
対
す
る
補

助
事
業
の
周
知
と

課
題
の
把
握
な
ど

も
質
問
）

県
南
地
域
に
お
け
る

常
磐
線
沿
線
地
域
の
発
展
と
支
援

県
北
振
興
の
成
果
と
課
題

大足　光司 議員
国 民 民 主 党
高萩市・北茨城市選出 

瀬谷　幸伸 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出

飯田　智男 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出

坂本　隆司 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

契
機
と
し
た
県
北
の
観
光
振
興

ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
の

安
全
対
策

県
北
地
域
に
お
け
る

中
小
企
業
の
人
材
確
保

茨
城
県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の

来
訪
者
の
増
加
に
向
け
た
取
組

県
立
高
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
お
け
る

費
用
負
担
の
軽
減

ことば ※1【ぴかっとわたるくん】…歩行者がボタンを押すとＬＥＤが点滅し、横断歩行者の存在を示す装置のこと。
※2【ＡＧＴＣ】…アジア最大のゴルフ商談会である「アジアゴルフツーリズムコンベンション」のこと。

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
議
会
運
営
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て

議
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た

　

議
員
提
出
発
議
案
（
政
策
条
例
）
に
つ
い
て
、
原
則
、
委
員
会
に
付
託
し

て
、
審
査
す
る
こ
と
な
ど
、
議
長
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
議
会
運
営
上
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
議
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
か
ら
は
、
で
き
る
も
の
か
ら
速
や
か
に
実
施
し
、
答
申
の
実
現
に
向

け
て
、
引
き
続
き
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

答
申
内
容

　

Ⅰ　

議
員
提
出
発
議
案
の
委
員
会
付
託
等
の
あ

り
方

　

Ⅱ　

議
案
に
対
す
る
質
疑
等
の
あ
り
方

　

Ⅲ　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
係
る
費
用
対
効
果
等

の
検
証
及
び
今
後
の
更
な
る
活
用
方
策

　

Ⅳ　

県
民
に
分
か
り
や
す
い
・
参
加
し
や
す
い

県
議
会
の
環
境
づ
く
り

※
答
申
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/report/giun/230622.pdf

海岸での車中泊体験（高萩市）

本年３月に宮崎県で開催された
「ＡＧＴＣ※2 2023」の様子 常磐線沿線地域の発展を

茨城県北ロングトレイルコースの御岩山（日立市）

石井邦一議長（中央左側）に答申書を
手渡す鈴木将委員長（中央右側）

一般質問（要旨）


